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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 1月 29日 (2004.1.29)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
尚 、 従 来 の 一 般 的 な 玉 軸 受 １ の 場 合 に は 、 上 記 各 玉 ６ の 直 径 を Ｄ b  と し 、 上 記 外 輪 軌 道 ２
の 断 面 形 状 の 曲 率 半 径 を Ｒ o  ´ と し 、 上 記 内 輪 軌 道 ４ の 断 面 形 状 の 曲 率 半 径 を Ｒ i  ´ と し
た 場 合 に 、 ０ ． ５ ０ ＜ Ｒ o  ´ ／ Ｄ b  ≦ ０ ． ５ ３ 、 ０ ． ５ ０ ＜ Ｒ i  ´ ／ Ｄ b  ≦ ０ ． ５ ２ で あ
っ た 。 又 、 上 記 外 輪 ３ の 外 径 を Ｄ と し 、 上 記 内 輪 ５ の 内 径 を ｄ と し 、 上 記 各 玉 ６ の ピ ッ チ
円 直 径 （ P.C.D.） を Ｄ p  ´ と し た 場 合 に 、 Ｄ p  ´ ≒ （ Ｄ ＋ ） ／ ２ と し て い た 。 言 い 換 え
れ ば 、 Ｄ p  ´ ／ ｛ （ Ｄ ＋ ｄ ） ／ ２ ｝ ≒ １ と し て 、 上 記 各 玉 ６ を 、 玉 軸 受 １ の 直 径 方 向 に 関
し 、 上 記 外 輪 ３ の 外 周 面 と 上 記 内 輪 ５ の 内 周 面 と の ほ ぼ 中 央 部 に 配 置 し て い た 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 作 用 】
上 述 の 様 に 構 成 す る 本 発 明 の 玉 軸 受 に よ れ ば 、 十 分 な 耐 久 性 を 確 保 し つ つ 、 外 輪 の 外 径 を
特 に 小 さ く す る 事 な く 、 十 分 な 低 ト ル ク 化 を 図 れ る 。
即 ち 、 （ １ ） （ ２ ） 式 を 満 た す 事 に よ り 、 各 玉 の 転 動 面 と 外 輪 軌 道 及 び 内 輪 軌 道 と の 当 接
部 に 形 成 さ れ る 接 触 楕 円 を 小 さ く し 、 回 転 時 に こ の 接 触 楕 円 部 分 で 生 じ る 転 が り 抵 抗 、 ス
ピ ン を 小 さ く し て 、 低 ト ル ク 化 を 図 れ る 。 尚 、 Ｒ o  ／ Ｄ b  、 Ｒ i  ／ Ｄ b  の 値 が ０ ． ６ ５ を
越 え て 大 き く な る と 、 上 記 接 触 楕 円 の 面 積 が 小 さ く な り 過 ぎ て 、 上 記 各 軌 道 の 転 が り 疲 れ
寿 命 の 確 保 が 難 し く な る 他 、 外 輪 軌 道 に 関 し て は ブ リ ネ ル 圧 痕 が 生 じ 易 く な る 。 こ の 為 、
上 記 各 比 Ｒ o  ／ Ｄ b  、 Ｒ i  ／ Ｄ b  の 上 限 値 を ０ ． ６ ５ に し た 。
又 、 （ ４ ） 式 を 満 た す べ く 、 複 数 の 玉 の 位 置 を 玉 軸 受 の 内 径 側 に 配 置 す る 事 に よ り 、 こ れ
ら 各 玉 を 転 動 さ せ る 為 に 要 す る モ ー メ ン ト を 小 さ く し て 、 低 ト ル ク 化 を 図 れ る 。
こ の 様 に 、 低 ト ル ク 化 を 図 る 場 合 で も 、 上 記 （ ３ ） 式 を 満 た す べ く 、 上 記 各 玉 の 直 径 Ｄ b  
を 確 保 す る 事 に よ り 、 こ れ ら 各 玉 の 転 動 面 と 外 輪 軌 道 と の 当 接 部 の 接 触 楕 円 が 過 度 に 小 さ
く な る 事 を 防 止 し て 、 こ の 外 輪 軌 道 に ブ リ ネ ル 圧 痕 が 生 じ る 事 を 防 止 で き る 。
更 に 、 上 記 （ ５ ） 式 を 満 た す べ く 、 上 記 各 玉 の 直 径 Ｄ b  と の 関 係 で こ れ ら 各 玉 の ピ ッ チ 円
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直 径 Ｄ P  を 確 保 す る 事 に よ り 、 上 記 内 輪 を 回 転 軸 等 に 締 り 嵌 め で 外 嵌 し た 場 合 に も 、 こ の
内 輪 に 発 生 す る 円 周 応 力 が 過 度 に 大 き く な る 事 を 防 止 し て 、 上 記 内 輪 に 亀 裂 等 の 損 傷 が 発
生 す る 事 を 防 止 で き る 。
尚 、 上 記 （ ５ ） 式 中 の Ｄ i  は 、 Ｊ Ｉ Ｓ に 規 定 す る 嵌 め 合 い の 基 準 の ｊ ｓ ５ と 、 内 輪 に 必 要
と す る 強 度 と に 基 づ い て 決 定 す る 。 即 ち 、 ｊ ｓ ５ に よ れ ば 、 内 輪 の 締 め 代 の 上 限 値 は 、 内
径 が ６ ～ １ ０ mmの 内 輪 の 場 合 で １ １ μ ｍ 、 同 じ く １ ０ ～ １ ８ mmの 場 合 で １ ２ μ ｍ で あ る 。
又 、 軸 受 鋼 の 最 大 応 力 は 一 般 的 に は １ ３ ７ ． ２ Ｍ Pa（ １ ４ kgf/mm 2  ） 以 下 に す べ く 、 内 輪
の 溝 底 の 厚 さ に 影 響 す る 内 輪 軌 道 の 直 径 Ｄ i  を 規 定 す る が 、 内 輪 の 材 料 、 熱 処 理 の 変 更 等
に よ り 、 最 大 ２ ９ ４ Ｍ Pa（ ３ ０ kgf/mm 2  ） ま で は 上 記 溝 底 の 厚 さ を 薄 く す る 事 が 可 能 で あ
る 。 そ こ で 、 上 記 内 輪 軌 道 の 直 径 Ｄ i  を 、 上 記 締 め 代 に よ り 上 記 内 輪 を 等 に 外 嵌 固
定 し た 場 合 で 、 最 大 円 周 応 力 が ２ ９ ４ Ｍ Pa（ ３ ０ kgf/mm 2  ） と な る 値 と し た 。
尚 、 各 玉 の 直 径 Ｄ b  と 内 輪 軌 道 の 断 面 形 状 の 曲 率 半 径 Ｒ i  と の 比 、 Ｒ i  ／ Ｄ b  に 関 し て は
、 空 気 調 和 装 置 の 送 風 機 等 の フ ァ ン モ ー タ の 様 に 、 １ ０ ０ ０ ０ min - 1  （ r.p.m.） 以 下 で 使
用 す る 場 合 に は ０ ． ５ ２ ＜ Ｒ i  ／ Ｄ b  ≦ ０ ． ６ ５ と す る が 、 電 気 掃 除 機 の 吸 引 機 等 の フ ァ
ン モ ー タ の 様 に 、 ２ ０ ０ ０ ０ min - 1  以 上 で 使 用 す る 場 合 に は ０ ． ５ ３ ＜ Ｒ i  ／ Ｄ b  ≦ ０ ．
６ ５ と す る 事 が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
上 述 し た 様 な 玉 軸 受 １ ａ に よ り 、 例 え ば 電 気 掃 除 機 の 吸 引 機 用 の フ ァ ン モ ー タ の 回 転 軸 を
支 持 す る 場 合 に は 、 上 記 外 輪 ３ ａ を 固 定 の ハ ウ ジ ン グ に 内 嵌 固 定 し 、 上 記 内 輪 ５ ａ を 回 転
軸 に 外 嵌 固 定 す る 。 尚 、 本 発 明 の 対 象 と な る 玉 軸 受 １ ａ は 、 家 庭 用 電 気 掃 除 機 或 は 家 庭 用
空 気 調 和 装 置 の 送 風 機 の 回 転 軸 を ハ ウ ジ ン グ に 支 持 す る 為 の 、 低 負 荷 高 速 回 転 で 使 用 さ れ
る も の を そ の 対 象 と し て い る 。 よ り 具 体 的 に は 、 そ の 大 き さ は 、 外 輪 ３ ａ の 外 径 Ｄ が １ ５
～ ４ ０ mm程 度 、 内 輪 ５ ａ の 内 径 ｄ が ６ ～ １ ８ mm程 度 、 幅 Ｂ が ５ ～ １ ２ mm程 度 の も の が 対 象
と な る 。
尚 、 上 記 内 輪 ５ ａ の 内 径 ｄ が ６ mm未 満 の 場 合 に も 、 本 発 明 の 対 象 と な り 得 る が 、 こ の 場 合
に 上 記 （ ５ ） 式 中 の Ｄ i  は 、 上 記 内 径 ｄ が ５ mmの 場 合 に 締 め 代 が ６ μ ｍ 、 同 じ く ４ mmの 場
合 に 締 め 代 が ２ μ ｍ 、 ３ mmの 場 合 に 締 め 代 が １ μ ｍ の ３ 点 を 滑 ら か に 連 続 さ せ る 曲 線 に よ
り 表 さ れ る 条 件 で 、 最 大 円 周 応 力 が ２ ９ ４ Ｍ Pa（ ３ ０ kgf/mm 2  ） と な る 内 輪 軌 道 の 直 径 と
す る 。 即 ち 、 縦 軸 と 横 軸 と の 一 方 に 上 記 内 径 ｄ を 、 他 方 に 上 記 締 め 代 を 、 そ れ ぞ れ 表 し た
直 交 座 標 に プ ロ ッ ト さ れ た 上 記 ３ 点 を 滑 ら か に 連 続 さ せ る 曲 線 に 基 づ い て 、 当 該 内 径 ｄ に
対 応 す る 締 め 代 を 求 め 、 求 め ら れ た 締 め 代 に 基 づ い て 上 記 最 大 円 周 応 力 が ２ ９ ４ Ｍ Paと な
る 内 輪 軌 道 の 直 径 を 上 記 Ｄ i  と す る 。 上 記 内 径 ｄ が ６ mm未 満 の 場 合 、 上 記 Ｄ も １ ５ mm
未 満 、 幅 Ｂ も ５ mm未 満 と な る 事 が あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
上 述 の 様 に 構 成 す る 本 発 明 の 玉 軸 受 １ ａ に よ れ ば 、 十 分 な 耐 久 性 を 確 保 し つ つ 、 外 輪 の 外
径 を 特 に 小 さ く す る 事 な く 、 十 分 な 低 ト ル ク 化 を 図 れ る 。 こ の 点 に 就 い て 、 図 ２ を 参 照
し つ つ 説 明 す る 。 尚 、 こ の 図 ２ は 、 上 記 ｘ ＝ Ｄ b  ／ ｛ （ Ｄ － ｄ ） ／ ２ ｝ を 横 軸 に 、 同 じ く
ｙ ＝ Ｄ p  ／ ｛ （ Ｄ ＋ ｄ ） ／ ２ ｝ を 縦 軸 に 、 そ れ ぞ れ 記 載 し た も の で 、 ３ 本 の 直 線 イ 、 ロ 、
ハ に よ り 三 方 を 囲 ま れ 、 斜 格 子 を 付 し た 三 角 形 部 分 が 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 を 示 し て い る
。 尚 、 こ の 三 角 形 部 分 よ り も 下 側 に 位 置 す る 直 線 ニ は 、 上 記 内 輪 ５ ａ の 肉 厚 が 、 前 記 内 輪
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軌 道 ４ ａ 部 分 で ０ と な る 部 分 を 示 し て い る 。 従 っ て 、 こ の 直 線 ニ よ り も 下 側 で は 、 玉 軸 受
が 成 立 し な い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
又 、 本 発 明 の 玉 軸 受 の 場 合 に は 、 （ ４ ） 式 を 満 た す べ く 、 上 記 玉 軸 受 １ ａ の 直 径 方 向 に 関
す る 、 前 記 外 輪 ３ ａ の 厚 さ を 、 内 輪 ５ ａ の 厚 さ よ り も 大 き く し 、 上 記 各 玉 ６ の 位 置 （
ピ ッ チ 円 直 径 ） を 上 記 玉 軸 受 １ ａ の 内 径 側 に 配 置 し て い る 。 即 ち 、 上 記 図 ２ の 直 線 イ
よ り も 同 図 の 下 側 で 、 上 記 玉 軸 受 １ ａ を 造 る 事 に よ り 、 上 記 各 玉 ６ を 転 動 さ せ る 為 に 要 す
る モ ー メ ン ト を 小 さ く し て 、 低 ト ル ク 化 を 図 っ て い る 。 こ の 様 に 、 低 ト ル ク 化 を 図 る 場 合
で も 、 上 記 外 輪 ３ ａ の 外 径 Ｄ を 従 来 構 造 に 比 べ て 小 さ く す る 必 要 は な い の で 、 こ の 外 輪 ３
ａ を 内 嵌 固 定 す べ き ハ ウ ジ ン グ の 内 径 を 変 え る 必 要 は な く 、 従 来 か ら 使 用 し て い た ハ ウ ジ
ン グ を そ の ま ま 使 用 で き る 。 尚 、 上 記 外 輪 ３ ａ の 外 径 Ｄ を 小 さ く す る 事 な く 、 上 記 ピ ッ チ
円 直 径 Ｄ p  を 小 さ く し て 低 ト ル ク 化 を 図 る 為 に 、 上 記 （ ４ ） 式 の 様 に ｙ ＜ と し て い
る が 、 こ の 低 ト ル ク 化 を 十 分 に 図 る 為 に は 、 好 ま し く は こ の ｙ の 値 を ０ ． ９ ５ 以 下 、 更 に
好 ま し く は ０ ． ９ 以 下 に す る 。 こ の ｙ の 下 限 値 は 、 上 記 図 ２ の 直 線 ハ で 規 制 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
上 述 の 様 な １ ８ 種 類 の 試 料 の う ち 、 先 ず 実 施 例 １ ～ ５ と 比 較 例 １ ～ ３ と の 、 合 計 ８ 種 類 の
試 料 を 用 い 、 図 ４ に 示 す 様 な 実 験 装 置 ９ に よ り 第 一 の 実 験 を 行 な い 、 各 玉 ６ の ピ ッ チ 円 直
径 Ｄ p  が 玉 軸 受 の 回 転 ト ル ク に 及 ぼ す 影 響 に 就 い て 確 認 し た 。 上 記 実 験 装 置 ９ は 、 互 い に
同 心 に 配 置 し た 回 転 軸 １ ０ と ハ ウ ジ ン グ １ １ と を 備 え る 。 上 記 回 転 ト ル ク の 測 定 時 に は 、
こ れ ら 回 転 軸 １ ０ の 外 周 面 と ハ ウ ジ ン グ １ １ の 内 周 面 と の 間 に 、 同 一 諸 元 の 玉 軸 受 １ ａ 、
１ ａ を 組 み 付 け て 、 上 記 回 転 軸 １ ０ を 回 転 さ せ 、 上 記 ハ ウ ジ ン グ １ １ の 外 周 面 に 固 定 し た
ア ー ム １ ２ の 先 端 部 に 加 わ る ト ル ク を 、 荷 重 セ ン サ １ ３ に よ り 測 定 し た 。 尚 、 何 れ の 試 料
に 就 い て も 、 玉 軸 受 １ ａ 、 １ ａ 内 に は 潤 滑 の 為 の グ リ ー ス を 封 入 し 、 両 端 部 は 非 接 触 型 の
シ ー ル ド リ ン グ ８ 、 ８ （ 図 １ 参 照 ） に よ り 密 封 し た 。 又 、 条 件 は 、 常 温 、 大 気 中 と し
た 。 又 、 上 記 各 玉 軸 受 １ ａ 、 １ ａ に は 、 ば ね １ ４ に よ り 、 ４ ９ Ｎ （ ５ kgf ） の 予 圧 を 付 与
し た 。 上 記 回 転 軸 １ ０ の 回 転 速 度 （ d m ｎ ＝ ピ ッ チ 円 直 径 と 毎 分 回 転 数 と の 積 ） は 、 ４ ０ 万
～ ９ ０ 万 の 間 で 変 化 さ せ 、 開 始 か ら １ ０ 分 経 過 後 の ト ル ク を 測 定 し た 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の 様 に し て 行 な っ た 実 験 の 結 果 を 、 図 ５ に 示 す 。 こ の 図 ５ の う ち 、 （ Ａ ） は 、 ｙ ＝ Ｄ p  
／ ｛ （ Ｄ ＋ ｄ ） ／ ２ ｝ の 値 及 び 玉 数 の み を 変 え た 、 実 施 例 ３ と 比 較 例 １ と の 、 回 転 速 度 と
ト ル ク と 関 係 を 示 し て い る 。 又 、 （ Ｂ ） は 、 や は り ｙ ＝ Ｄ p  ／ ｛ （ Ｄ ＋ ｄ ） ／ ２ ｝ の 値
及 び 玉 数 の み を 変 え た 、 実 施 例 １ 、 ４ と 比 較 例 ２ と の 、 回 転 速 度 と ト ル ク と 関 係 を 示 し
て い る 。 更 に 、 （ Ｃ ） は 、 や は り ｙ ＝ Ｄ p  ／ ｛ （ Ｄ ＋ ｄ ） ／ ２ ｝ の 値 及 び 玉 数 の み を 変 え
た 、 実 施 例 ２ 、 ５ と 比 較 例 ３ と の 、 回 転 速 度 と ト ル ク と 関 係 を 示 し て い る 。 又 、 図 ５ （
Ａ ） ～ （ Ｃ ） で は 、 そ れ ぞ れ の 比 較 例 の ９ ０ 万 d m ｎ の 時 の 回 転 ト ル ク を １ と し 、 他 の 場 合
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の ト ル ク を そ れ と の 比 率 で 表 し た 。
同 様 の 実 験 を 、 次 の 表 １ 、 ２ に 示 す 様 に 、 玉 軸 受 の 大 き さ を 変 え て 行 な い 、 玉 軸 受 の 大 き
さ に 拘 ら ず 、 ピ ッ チ 円 を 小 さ く す る 事 が 、 回 転 ト ル ク の 低 減 に 繋 が る 事 を 確 認 し た 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 様 に し て 行 な っ た 実 験 の 結 果 を 、 図 ６ に 示 す 。 こ の 図 ６ の う ち 、 （ Ａ ） は 、 上 記 各 軌
道 の 曲 率 半 径 Ｒ o  、 Ｒ i  と 玉 の 直 径 Ｄ b  と の 比 の み を 変 え た 、 実 施 例 ６ ～ ８ と 比 較 例 ４ ～
５ と の 、 回 転 速 度 が ９ ０ 万 d m ｎ で の ト ル ク の 大 き さ を 示 し て い る 。 又 、 （ Ｂ ） は 、 や は り
上 記 各 Ｒ o  、 Ｒ i  と 玉 の 直 径 Ｄ b  と の 比 の み を 変 え た 、 実 施 例 ９ ～ １ １ と 比 較 例 ６ ～ ７ と
の 、 回 転 速 度 が ９ ０ 万 d m ｎ で の ト ル ク の 大 き さ を 示 し て い る 。 こ れ ら 図 ６ （ Ａ ） （ Ｂ ） も
、 そ れ ぞ れ 最 も ト ル ク が 大 き い 比 較 例 の ９ ０ 万 d m ｎ の 時 の 回 転 ト ル ク を １ と し 、 他 の 場 合
の ト ル ク と そ れ と の 比 率 で 示 し て い る 。 こ れ ら 図 ６ （ Ａ ） （ Ｂ ） か ら 明 ら か な 通 り 、 上 記
各 軌 道 の 曲 率 半 径 Ｒ o  、 Ｒ i  と の 直 径 Ｄ b  と の 比 の 値 を 大 き く す る 事 に よ り 、 ト ル ク を
小 さ く で き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 の 表 ３ に 、 軌 道 の 断 面 形 状 の 曲 率 半 径 が ト ル ク の 値 に 及 ぼ す 影 響 を よ り 具 体 的 な 数 値 と
し て 表 し て い る 。 こ の 表 ３ に そ の 結 果 を 示 し た 実 験 は 、 外 輪 ３ ａ の 外 径 Ｄ が ２ ２ mm、 内 輪
５ ａ の 内 径 ｄ が ８ mm、 幅 Ｂ が ７ mmで あ る 深 溝 型 の 玉 軸 受 を 使 用 し て 行 な っ た 。 グ リ ー ス の
充 填 率 は ３ ０ ％ と し 、 回 転 速 度 は １ ８ ０ ０ min - 1  と し た 。 又 、 外 輪 軌 道 ２ ａ の 曲 率 半 径 に
関 し て は 、 Ｒ o  ／ Ｄ b  ＝ ０ ． ５ ３ で 変 化 さ せ ず 、 内 輪 軌 道 ４ ａ の 曲 率 半 径 に 関 し て の み 、
Ｒ i  ／ Ｄ b  を ０ ． ５ １ と ０ ． ５ ２ と の ２ 通 り に 変 化 さ せ た 。 こ の 表 ３ に 示 し た ト ル ク の 値
の 単 位 も 、  mＮ ・ cmで あ る 。
こ の 様 な 表 ３ か ら も 、 各 軌 道 の 曲 率 半 径 Ｒ o  、 Ｒ i  と の 直 径 Ｄ b  と の 比 の 値 を 大 き く す
る 事 に よ り 、 ト ル ク を 小 さ く で き る 事 が 分 か る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
又 、 ピ ッ チ 円 直 径 Ｄ p  が 異 な る が 、 ア ン デ ロ ン 値 が 一 致 す る 玉 軸 受 を 、 実 際 に モ ー タ に 組
み 込 ん だ 場 合 に 発 生 す る 騒 音 の 値 を 知 る 為 実 験 も 行 な っ た 。 実 験 は 、 外 輪 ３ ａ の 外 径 Ｄ
が ３ ２ mm、 内 輪 ５ ａ の 内 径 ｄ が １ ５ mm、 幅 Ｂ が ９ mmで あ る 深 溝 型 の 玉 軸 受 を 使 用 し て 行 な
っ た 。 こ の 条 件 の 下 で 、 玉 の ピ ッ チ 円 直 径 Ｄ p  が ２ １ ． ５ mmで あ る も の と 、 同 じ く ２ ３ mm
で あ る も の と の ２ 種 類 の 試 料 を 、 そ れ ぞ れ 複 数 個 ず つ 用 意 し 、 そ れ ぞ れ の ア ン デ ロ ン 値 （
High－ Band） を 測 定 し た 後 、 各 玉 軸 受 を モ ー タ に 組 み 込 ん だ 状 態 で 発 生 す る 騒 音 を 測 定 し
た 。 そ の 結 果 を 、 図 ７ に 示 す 。
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